
本宣言書は栃木銀行のサポートのもと作成しております 

●遊休不動産等を活用し、お客様へ新たなサービスの提供を目指す

●農地を余すことなく耕作することで、生産資源を次世代へ継承

遊休不動産の活用のによる土地劣化の阻止に取り組みます。

限りある水資源へ持続的にアクセスできるように、水資源の効率的な利用や、水源となる森林の保護活動を推進します。

●節水・中水利用の推進

●釣り堀施設においてポンプ（電力）を使用せず、

　 地形の高低差等を活かした排水

●自社で栽培したお米・サツマイモをお客様へ提供

●自然・釣り堀等の特色を生かしたイベント企画

●地域産の木材を使用した製品の開発・運営

地域産の材料・食品・製品などの地域資源を積極的に活用し、地産地消・地産外商を推進します。

●照明のこまめな消灯や待機電力の節約

●施設内、ＬＥＤ導入

●再生可能エネルギーの導入・利用推進

未来の地球環境を守るため、自社で排出する廃棄物の削減やリサイクル等の活動に努めます。

【具体的な取組】

持続可能な地球環境形成

【具体的な取組】

水の効率的な利用、水の汚染の防止

【具体的な取組】

地産地消の推進

【具体的な取組】

省エネ・節電
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有限会社　東照温泉

代表取締役社長　木村　實 

当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

「お客様へ心癒されるおもてなし」という理念の下、豊かな未来の実現に貢献してまいり

ます。

有限会社　東照温泉


